
(57)【要約】

【課題】加熱加圧してプリント基板を形成するにつき、

プレス装置をより有効に稼動させる多層プリント基板の

積層方法を提供すること。

【解決手段】積層体を加熱加圧してプリント基板を形成

する方法において、加圧した状態を保持できる治具１の

中に前記積層体６を入れた状態で、接着部材の溶融温度

域である所定温度に設定されたプレス装置内に挿入して

加熱加圧し、前記治具に入れた状態で前記積層体を前記

プレス装置から取り出して一定温度でキュアすることを

特徴とする方法。および、積層する際にプリント基板を

保持する治具において、対向配置された２枚の平板状伝

熱板１１，１２、および前記平板状伝熱板それぞれの内

側面に空間を形成するように配された膨出変形可能な2

枚の可撓性膜２を有し、前記平板状伝熱板の位置を固定

した状態で、前記空間に流体を流入させることにより前

記可撓性膜相互間を加圧した状態に保持することを特徴

とする治具。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 積 層 体 を 加 熱 加 圧 し て プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 の 中 に 前 記 積 層 体 を 入 れ た 状 態 で 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度
域 で あ る 所 定 温 度 に 設 定 さ れ た プ レ ス 装 置 内 に 挿 入 し て 加 熱 加 圧 し 、
　 前 記 治 具 に 入 れ た 状 態 で 前 記 積 層 体 を 前 記 プ レ ス 装 置 か ら 取 り 出 し て 一 定 温 度 で キ ュ ア
す る
　 こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 に お い て 、
　 前 記 積 層 体 は 、 内 層 用 コ ア 基 板 、 接 着 部 材 、 外 層 用 材 料 を 含 む 積 層 材 料 を 所 定 順 に 重 ね
て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 に お い て 、
　 前 記 積 層 体 は 、 プ リ ン ト 基 板 、 接 着 部 材 、 補 材 を 含 む 積 層 材 料 を 所 定 順 に 重 ね て 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 積 層 す る 際 に プ リ ン ト 基 板 を 保 持 す る 治 具 に お い て 、
　 対 向 配 置 さ れ た ２ 枚 の 平 板 状 伝 熱 板 、 お よ び 前 記 平 板 状 伝 熱 板 そ れ ぞ れ の 内 側 面 に 空 間
を 形 成 す る よ う に 配 さ れ た 膨 出 変 形 可 能 な ２ 枚 の 可 撓 性 膜 を 有 し 、 前 記 平 板 状 伝 熱 板 の 位
置 を 固 定 し た 状 態 で 、 前 記 空 間 に 流 体 を 流 入 さ せ る こ と に よ り 前 記 可 撓 性 膜 相 互 間 を 加 圧
し た 状 態 に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 を 保 持 す る 治 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の プ リ ン ト 基 板 を 保 持 す る 治 具 に お い て 、
　 前 記 平 板 状 伝 熱 板 を 相 互 に 固 定 保 持 す る イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 を 保
持 す る 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 加 圧 し て プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る 方 法 に 係 わ り 、 と く に プ レ ス 装 置 を よ
り 有 効 に 稼 動 さ せ る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 層 用 コ ア 基 板 、 接 着 部 材 、 外 層 用 材 料 を 含 む 積 層 材 料 を 所 定 順 に 重 ね て 積 層 体 と し 、
加 熱 加 圧 し て 多 層 プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る 方 法 に つ い て は 、 真 空 雰 囲 気 下 で プ レ ス 成 形 す
る こ と が 主 流 と な っ て い る （ 特 許 文 献 １ お よ び 同 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 方 法 は 、 積 層 体 の 層 間 に ボ イ ド が 発 生 す る こ と を 抑 制 す る 有 効 な 方 策 で あ る 。 ま た
、 ボ イ ド が 生 じ る 要 因 と し て は 、 他 に 、 加 熱 加 圧 中 に 発 生 す る 揮 発 成 分 が も た ら す 場 合 も
あ る 。 こ の 場 合 を 加 味 し た プ レ ス 方 法 が 、 特 許 文 献 ３ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら 特 許 文 献 １ な い し ３ に 開 示 さ れ た 従 来 の 工 程 を 説 明 す る と 、 ま ず 内 層 用 コ ア 基 板
、 接 着 部 材 、 外 層 用 材 料 を 含 む 積 層 材 料 を 順 次 重 ね て 積 層 体 と す る 。 こ の 積 層 体 を 真 空 プ
レ ス 内 に 載 置 し 、 真 空 吸 引 し つ つ 常 温 か ら 加 熱 し て い く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 積 層 体 内 に 残 留 す る 空 気 の 排 気 と 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し て 発 生 す る
揮 発 成 分 の 排 気 と が な さ れ た ら 、 加 圧 し て 接 着 し 、 接 着 部 材 が 硬 化 す る ま で 加 熱 、 加 圧 を
続 け た の ち 冷 却 し 、 多 層 プ リ ン ト 基 板 を 得 る 。 こ れ に 関 連 し て 、 特 許 文 献 ３ に は 、 途 中 で
加 圧 お よ び 真 空 引 き を 一 旦 解 除 す る 方 法 が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 53-79276号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 57-118698号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 5-8241号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 2003-80544号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 方 法 で は 、 プ レ ス 装 置 の 占 用 時 間 が 長 い と い う 問 題 が あ
る 。 す な わ ち 、 プ レ ス 装 置 に よ っ て 積 層 体 を 常 温 か ら 加 熱 し て い き 接 着 部 材 が 硬 化 す る ま
で 加 熱 お よ び 加 圧 を 続 け 、 こ の の ち 冷 却 す る ま で プ レ ス 装 置 を 長 時 間 占 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば 、 一 定 温 度 で 加 熱 、 加 圧 し た 状 態 を ９ ０ 分 保 持 し て い る も の が あ る （ 特 許 文 献 ４
の 実 施 例 １ ） 。 こ れ に 、 そ の 前 後 の 真 空 引 き 、 昇 温 、 冷 却 の 時 間 も 含 め る と 、 ２ 時 間 以 上
も プ レ ス 装 置 を 占 有 し て し ま う 。 ま た 、 昇 温 、 冷 却 を 繰 り 返 す た め 、 エ ネ ル ギ ー ロ ス が 大
き い 。 こ の た め 、 よ り 効 率 良 く 多 層 プ リ ン ト 基 板 の 形 成 を 行 な う 方 法 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 加 熱 加 圧 し て プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る に
つ き 、 プ レ ス 装 置 を よ り 有 効 に 稼 動 さ せ る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 達 成 の た め 、 本 発 明 で は 、
　 積 層 体 を 加 熱 加 圧 し て プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き
る 治 具 の 中 に 前 記 積 層 体 を 入 れ た 状 態 で 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 域 で あ る 所 定 温 度 に 設 定 さ
れ た プ レ ス 装 置 内 に 挿 入 し て 加 熱 加 圧 し 、 前 記 治 具 に 入 れ た 状 態 で 前 記 積 層 体 を 前 記 プ レ
ス 装 置 か ら 取 り 出 し て 一 定 温 度 で キ ュ ア す る こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 の 積 層 方 法 、
お よ び
　 積 層 す る 際 に プ リ ン ト 基 板 を 保 持 す る 治 具 に お い て 、 対 向 配 置 さ れ た ２ 枚 の 平 板 状 伝 熱
板 、 お よ び 前 記 平 板 状 伝 熱 板 そ れ ぞ れ の 内 側 面 に 空 間 を 形 成 す る よ う に 配 さ れ た 膨 出 変 形
可 能 な ２ 枚 の 可 撓 性 膜 を 有 し 、 前 記 平 板 状 伝 熱 板 の 位 置 を 固 定 し た 状 態 で 、 前 記 空 間 に 流
体 を 流 入 さ せ る こ と に よ り 前 記 可 撓 性 膜 相 互 間 を 加 圧 し た 状 態 に 保 持 す る こ と を 特 徴 と す
る プ リ ン ト 基 板 を 保 持 す る 治 具 、
　 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う に 、 内 層 用 コ ア 基 板 、 接 着 部 材 、 外 層 用 材 料 か ら な る 積 層 材 料 を 所
望 順 に 重 ね た 積 層 体 を 加 圧 状 態 を 保 持 で き る 治 具 に 入 れ て プ レ ス 装 置 に 挿 入 し 、 プ レ ス 後
に 積 層 体 を 治 具 に 入 れ た ま ま 取 り 出 す よ う に し た た め 、 プ レ ス 装 置 の 占 有 時 間 が 大 幅 に 短
縮 で き 、 ま た 従 来 の 昇 温 、 冷 却 を 繰 り 返 す た め の エ ネ ル ギ ー ロ ス が 回 避 で き る 。 こ れ に よ
り 、 プ レ ス 装 置 を よ り 有 効 に 稼 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 と 対 比 す べ き 従 来 の 積 層 体 の 形 成 過 程 を タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト と し て 示 し
た も の で あ る （ 特 許 文 献 ３ 、 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 従 来 技 術 に お け る 各 工 程 を み て い く と 、 真 空 雰 囲 気 下 で 内 層 用 コ ア 基 板 、 接 着 部 材
、 外 層 用 材 料 か ら な る 積 層 材 料 を 所 定 順 に 重 ね て 積 層 体 と し 、 加 熱 加 圧 し て 多 層 プ リ ン ト
基 板 を 形 成 す る 場 合 、 条 件 を 検 討 す る こ と に よ り 占 有 時 間 の 短 縮 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 時 間 ａ の 段 階 は 、 予 備 の 脱 気 期 間 で あ っ て 、 一 点 鎖 線 の 減 圧 線 Ｄ に 示 す よ う に 真 空
引 き し て プ レ ス 装 置 内 お よ び 積 層 体 内 に 残 留 し て い る 空 気 を 排 出 す る 。 こ の 間 に 、 プ レ ス
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装 置 の 内 部 温 度 を 上 昇 さ せ る 。 実 線 Ａ は プ レ ス 装 置 の 熱 板 温 度 、 破 線 Ｂ は 積 層 体 の 温 度 を
示 し て い る 。 こ の 時 間 ａ の 区 間 で は 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し て お ら ず 、 接 着 部 材
の 内 部 に 存 在 す る 揮 発 成 分 は 殆 ど 開 放 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 時 間 ｂ の 段 階 で は 、 積 層 体 の 温 度 が 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し 、 そ の 流 動 性 か
ら 接 着 部 材 の 内 部 に 存 在 す る 揮 発 成 分 が 開 放 さ れ て い く 。 こ の 時 間 帯 に お い て 、 ボ イ ド が
生 じ る 要 因 の 一 つ で あ っ た 揮 発 成 分 が 殆 ど 除 去 さ れ る 。 こ の 過 程 で 成 形 圧 力 線 Ｃ に 示 す よ
う に 加 圧 を 始 め る と 、 接 着 部 材 が 溶 融 状 態 で あ る た め 、 積 層 体 の 隙 間 を 充 填 し て い く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 時 間 ｃ の 区 間 は 、 接 着 部 材 の 硬 化 が 始 ま る 時 間 帯 で あ り 、 時 間 ｄ の 区 間 で は 接
着 部 材 の 硬 化 が 進 行 し 終 了 す る 時 間 帯 で あ る 。 図 ６ に は 、 時 間 ｃ お よ び 時 間 ｄ で は 、 接 着
部 材 の 硬 化 が 進 行 し て い く 過 程 で 加 圧 、 真 空 引 き を す る と 、 な お も 接 着 部 材 内 部 に 残 留 す
る 揮 発 成 分 の 開 放 に 悪 影 響 を も た ら す た め に 、 加 圧 、 真 空 引 き を 一 旦 解 除 す る 方 法 が 示 さ
れ て い る 。 ま た 、 図 ６ で は 、 真 空 引 き を 時 間 ｄ の 前 で 終 ら せ て い る 。 接 着 部 材 が 溶 融 状 態
と な っ た ら 、 加 圧 を 減 じ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 積 層 体 の 温 度 が 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し 、 接 着 部 材 の 硬 化 が 進 行 し 始
め た 段 階 で プ レ ス 装 置 か ら 取 り 出 し て 、 真 空 引 き 機 能 を 有 し な い 別 の 加 圧 し 得 る 装 置 に 移
し 換 え る こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 単 に プ レ ス 装 置 を 移 し 換 え る の で は な く 、 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具
を 用 意 し 、 こ の 中 に 積 層 体 を 入 れ て 真 空 雰 囲 気 下 で 加 熱 加 圧 し た 後 、 加 圧 し た 状 態 を 保 持
し た ま ま 治 具 ご と プ レ ス 装 置 か ら 取 り 出 し て ー ブ ン 等 で 一 定 温 度 に 保 持 し た 後 に 冷 却 す る
。 こ れ に よ り 、 時 間 ｃ お よ び 時 間 ｄ で は 、 プ レ ス 装 置 を 占 有 す る こ と が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 は 、 必 ず し も プ レ ス 時 の 最 高 圧 力 を 維 持 す る 必 要 は な い
が 、 加 圧 し な い 状 態 で 硬 化 さ せ る と 接 着 が 不 完 全 と な っ て 接 着 強 度 が 低 下 す る た め 、 あ る
程 度 の 加 圧 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 時 間 ａ の 区 間 で は 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 す る ま で に 真 空 引 き し て プ レ ス
装 置 内 お よ び 積 層 体 内 に 残 留 し て い る 空 気 を 排 出 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 従 来 は 常 温
か ら 加 熱 す る 方 法 が 採 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 の よ う に 、 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 を 常 温 の ま ま で 予 め 加 熱
し て お い た プ レ ス 装 置 に 入 れ れ ば 、 治 具 内 部 の 温 度 上 昇 は 、 擬 似 的 に 図 ６ に お け る 特 性 Ａ
の 昇 温 速 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 プ レ ス 装 置 の 設 定 温 度 を 一 定 に す る こ
と が で き 、 そ の 結 果 、 従 来 の 昇 温 、 冷 却 を 繰 り 返 す こ と に よ る エ ネ ル ギ ー ロ ス が 回 避 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 積 層 体 の 形 成 過 程 に つ い て 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 形 態 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト は 、 図 ６ と 同 様 に 積 層 体 の 形 成 過 程 を 示 す も の で 、 次 の 各 工
程 を 含 ん で い る 。 予 め 一 定 温 度 に 設 定 さ れ た プ レ ス 装 置 に 、 前 述 の 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で
き る 治 具 内 に 前 述 の 積 層 体 を 入 れ て 常 温 の 状 態 で 投 入 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 い で 、 プ レ ス 装 置 内 を 真 空 引 き す る （ 時 点 ｔ １ ） 。 積 層 体 の 温 度 が 接 着 部 材 の 溶 融 温
度 ま で 昇 温 し 、 そ の 流 動 性 か ら 接 着 部 材 内 部 に 存 在 す る 揮 発 成 分 が 開 放 さ れ て い く 。 揮 発
成 分 が 殆 ど 除 去 さ れ て か ら 、 加 圧 を 開 始 す る (時 点 ｔ ２ )。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 積 層 体 の 温 度 が 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し 、 接 着 部 材 の 硬 化 が 進 行 し 始 め
た 段 階 で 真 空 引 き を 解 除 し （ 時 点 ｔ ３ ） 、 プ レ ス 装 置 か ら 積 層 体 を 取 り 出 す （ 時 点 ｔ ４ ）
。 プ レ ス の 加 圧 が 解 除 さ れ る た め 、 積 層 体 に か か る 圧 力 は 減 少 す る が 、 治 具 に よ っ て 加 圧
状 態 は 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の ま ま プ レ ス 装 置 と 同 じ 温 度 に 設 定 さ れ た オ ー ブ ン に 積 層 体 を 投 入 し 、 接 着 部 材 の 硬
化 を 進 行 さ せ て 終 了 さ せ る 。 そ し て 、 積 層 体 を オ ー ブ ン か ら 取 り 出 し て 、 治 具 の 加 圧 状 態
を 開 放 し （ 時 点 ｔ ６ ） 、 形 成 さ れ た 多 層 プ リ ン ト 基 板 を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 プ ロ セ ス は 、 真 空 雰 囲 気 下 で 行 な わ れ る こ と を 想 定 し て い る が 、 接 着 部 材 の 内 部 に
揮 発 成 分 が あ ま り 存 在 せ ず 、 大 気 圧 で プ レ ス さ れ る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 で も 、 接 着 部 材
の 硬 化 が 進 行 し 始 め た 段 階 で プ レ ス 装 置 か ら 取 り 出 し て 、 プ レ ス 装 置 と 同 じ 温 度 に 設 定 さ
れ た オ ー ブ ン に 投 入 し 、 接 着 部 材 の 硬 化 を 進 行 さ せ て 終 了 さ せ る よ う に す れ ば 、 プ レ ス 装
置 を 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 を 常 温 の ま ま で あ ら か じ め 加 熱 し て お い た プ レ ス
装 置 に 入 れ れ ば 、 前 述 と 同 じ よ う に プ レ ス 装 置 の 設 定 温 度 を 一 定 に す る こ と が で き 、 昇 温
、 冷 却 を 繰 り 返 す た め の エ ネ ル ギ ー ロ ス が 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 上 記 治 具 の 構 造 を 示 し て い る 。 図 ２ は 本 発 明 の 治 具 １ を 横 か ら 見 た
図 、 図 ３ は 上 か ら 見 た 図 、 図 ４ お よ び 図 ５ は 治 具 １ の 作 用 を 示 し た 図 で あ る 。 以 下 、 図 ２
な い し 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 治 具 の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ら 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 対 向 す る ２ 枚 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ と そ の 内
側 面 に 膨 出 変 形 可 能 な 可 撓 性 膜 ２ を 設 置 す る こ と に よ り 、 伝 熱 板 ２ 枚 の 位 置 を 固 定 し た 状
態 で 、 平 板 状 伝 熱 板 と 可 撓 性 膜 と の 間 に 流 体 を 流 入 さ せ て 加 圧 し た 状 態 を 保 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ に は 、 そ れ ぞ れ そ の 内 側 面 に 可 撓 性 膜 ２ が 設 置 さ れ て お り 、 平
板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ と 可 撓 性 膜 ２ と の 間 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 空 間 に
流 体 導 入 口 ４ か ら 流 体 を 導 入 す る こ と で 、 可 撓 性 膜 ２ は 内 側 に 膨 出 変 形 可 能 な 構 造 と な っ
て お り 、 内 側 に 膨 出 変 形 し た 可 撓 性 膜 ２ 相 互 間 が 加 圧 状 態 に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る
。 ま た 、 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 ３ に よ っ て 組 み 合 さ れ 、 相 互 に
固 定 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ (1)な い し (3)は 、 こ の イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 ３ の 作 用 を 示 し た も の で あ る 。 図 ４ (1)
に 示 す よ う に 、 上 側 平 板 状 伝 熱 板 １ １ か ら リ ー ダ ー ピ ン ３ ３ が 突 出 し て お り 、 下 側 の 平 板
状 伝 熱 板 １ ２ の 開 口 部 ３ ５ に 挿 通 で き る よ う に な っ て い る 。 リ ー ダ ー ピ ン ３ ３ の 先 端 は 径
が 太 く な っ て お り 、 下 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ ２ の 開 口 部 ３ ５ の 中 間 に あ る ス ラ イ ド 板 ３ ２ に
当 接 す る よ う に な っ て い る 。 上 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ が 上 か ら 押 し 込 ま れ る と 、 リ ー ダ ー
ピ ン ３ ３ の 先 端 が ス ラ イ ド 板 ３ ２ を ス ラ イ ド さ せ な が ら 挿 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ が 、 図 ４ (2)で あ る 。 さ ら に 、 上 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ が 上 か ら 押 し 込 ま れ る と 、
リ ー ダ ー ピ ン ３ ３ の 先 端 の 径 が 太 く な っ て い る 部 分 が ス ラ イ ド 板 ３ ２ を 通 り 越 し 、 バ ネ 機
構 ３ ４ に よ っ て ス ラ イ ド 板 ３ ２ が 元 の 位 置 に 戻 る 。 こ の 結 果 、 リ ー ダ ー ピ ン ３ ３ が 抜 け な
く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ が 、 図 ４ (3)で あ る 。 上 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ を 図 示 上 方 に 持 ち 上 げ る と き に は 、
下 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ ２ の 側 面 に 付 い て い る イ ン タ ー ロ ッ ク 解 除 機 構 ３ １ に よ っ て 、 ス ラ
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イ ド 板 ３ ２ を リ ー ダ ー ピ ン ３ ３ の 先 端 が 通 る 位 置 に ま で 持 っ て い く よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 こ こ に 示 し た イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 は 一 例 で あ り 、 可 撓 性 膜 ２ が 内 側 に 膨 出 変 形 し
て 加 圧 状 態 を 保 持 し て い る 間 は 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ が 開 か ず 、 加 圧 状 態 を 開 放 し た と
き に 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ が 開 け る 構 造 の も の で あ れ ば 、 そ れ 以 外 の 機 構 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 治 具 内 部 の 温 度 上 昇 は 、 擬 似 的 に 図 ６ の 昇 温 速 度 特 性 Ａ を 確 保 す る こ と が で き る
が 、 昇 温 速 度 を 遅 く す る 場 合 に は 、 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ と 可 撓 性 膜 ２ と の 間 に 、 図 ２
に 示 す 断 熱 材 ５ を 挿 入 し て 調 整 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 可 撓 性 膜 ２ は 、 耐 熱 性 が あ っ て 加 圧 状 態 を 保 持 で き る 強 度 を 有 す る も の で あ れ ば 、 特 に
材 質 は 指 定 し な い が 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 シ リ コ ン 系 ゴ ム 、 フ ッ 素 系 ゴ ム な ど の 軟 質 ゴ ム
状 弾 性 体 が 推 奨 さ れ る 。 ま た 、 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ と 可 撓 性 膜 ２ と の 間 に 導 入 す る 流
体 は 、 油 脂 類 な ど の 液 体 で も よ い し 気 体 で も よ い 。
【 実 施 形 態 ２ 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 形 態 １ で は 、 多 層 プ リ ン ト 基 板 の 積 層 形 成 の 場 合 を 例 示 し た が 、 本 発 明 を プ リ ン ト
基 板 へ 補 材 を 貼 り 合 わ せ る 工 程 に も 利 用 で き る 。 例 え ば 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の 部
品 実 装 部 と な る 個 所 に 強 度 補 強 用 の 板 を 積 層 す る 場 合 、 お よ び 電 磁 波 シ ー ル ド が 必 要 な 個
所 に 導 電 性 皮 膜 を 形 成 す る 場 合 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 般 的 に 、 強 度 補 強 用 の 板 や 導 電 性 皮 膜 な ど の 補 材 を 貼 り 合 わ せ る 場 合 、 プ リ ン ト 基 板
自 体 の ワ ー ク サ イ ズ よ り も 小 さ い 補 材 を 貼 り 合 わ せ る こ と に な る た め 、 必 然 的 に プ リ ン ト
基 板 の 表 面 に 凹 凸 が 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 治 具 は 、 可 撓 性 膜 ２ が 膨 出 変 形 し て 加 圧 状 態 を 保 持 す る 構 造 で あ る の で 、 プ リ ン ト
基 板 の 表 面 の 凹 凸 に 追 随 し て 加 圧 で き る 。 そ の た め 、 積 層 体 の 貼 り 合 わ せ を 一 層 確 実 に で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 治 具 の 作 用 ）
　 図 ５ (1)な い し (3)は 、 真 空 雰 囲 気 下 で プ レ ス を 行 な う こ と を 想 定 し た 多 層 プ リ ン ト 基 板
の 積 層 方 法 に 基 づ き 、 本 発 明 に 係 る 治 具 の 作 用 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま ず 図 ５ (1)で は 、 内 層 用 コ ア 基 板 、 接 着 部 材 、 外 層 用 材 料 か ら な る 積 層 材 料 を 所 定 順
に 重 ね た 積 層 体 ６ を 治 具 １ の 間 に 入 れ る 。 そ し て 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 ３ の リ ー ダ ー ピ ン
３ ３ の 先 端 が 下 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ ２ の 開 口 部 ３ ５ の 中 間 に あ る ス ラ イ ド 板 ３ ２ に 当 接 す
る と こ ろ で 上 側 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ を 載 置 し 、 図 示 し な い 真 空 プ レ ス 装 置 内 に 入 れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 い で 、 図 ５ (2)で は 、 真 空 引 き し た 状 態 を 示 し て お り 、 こ れ に よ り 積 層 体 ６ 内 に 残 留
し て い る 空 気 や 接 着 用 基 材 内 部 に 存 在 す る 揮 発 成 分 を 排 出 す る 空 間 が 確 保 さ れ る 。 こ れ ら
気 体 を 排 出 し 、 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し た ら 加 圧 を 行 う 。 こ れ と 同 時 に 、 流 体 導 入
口 ４ か ら 流 体 を 導 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 図 ５ (3)は 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 ３ に よ っ て 上 下 の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ が
開 か な く な る 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 可 撓 性 膜 ２ が 内 側 に 膨 出 変 形 し て 加 圧 す る 。 積 層
体 ６ の 温 度 が 接 着 部 材 の 溶 融 温 度 ま で 昇 温 し 、 接 着 部 材 の 硬 化 が 進 行 し 始 め た 段 階 で 真 空
プ レ ス 装 置 か ら 治 具 １ を 取 り 出 す 。 取 り 出 し た 治 具 は 、 オ ー ブ ン 等 に よ っ て 一 定 温 度 に 保
持 し て 積 層 体 １ の 接 着 部 材 を 硬 化 さ せ る 。 こ の と き 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 ３ に よ っ て 上 下
の 平 板 状 伝 熱 板 １ １ ， １ ２ が 相 互 に 固 定 さ れ て い て 両 者 間 は 開 か ず 、 ま た 可 撓 性 膜 ２ が 内
側 に 膨 出 変 形 し た ま ま な の で 加 圧 状 態 を 保 持 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 接 着 部 材 の 硬 化 が 完 了 し た ら オ ー ブ ン か ら 治 具 １ を 取 り 出 し て 冷 却 し た 後 、 流 体 導 入 口
４ か ら 流 体 を 排 出 し た 上 で 、 イ ン タ ー ロ ッ ク 解 除 機 構 ３ １ を 作 動 さ せ て 上 下 の 平 板 状 伝 熱
板 １ １ ， １ ２ を 開 き 、 成 形 さ れ た 多 層 プ リ ン ト 基 板 ６ １ を 取 り 出 す 。 な お 、 流 体 導 入 口 ４
以 外 の 箇 所 に 、 流 体 の 排 出 専 用 口 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 に よ り 、 多 層 プ リ ン ト 基 板 の 積 層 工 程 が 完 了 す る 。 な お 、 こ の 治 具 を 積 み 重 ね て 多
段 プ レ ス と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 基 く プ レ ス 成 形 の 過 程 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 の 横 側 か ら 見 た 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 の 上 側 か ら 見 た 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 図 ４ (1)な い し (3)は 、 本 発 明 に 係 る 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 の イ ン タ ー ロ
ッ ク 機 構 の 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 図 ５ (1)な い し (3)は 、 本 発 明 に 係 る 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 の 動 作 状 態 を
示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 従 来 方 法 に お け る 真 空 雰 囲 気 下 で 加 熱 加 圧 す る 多 層 プ リ ン ト 基 板 を 形 成 す る 温 度
、 圧 力 条 件 を 経 時 的 に 示 し た 例 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 加 圧 し た 状 態 を 保 持 で き る 治 具 、 １ １ ， １ ２ 　 平 板 状 伝 熱 板 、
２ 　 可 撓 性 膜 、 ３ 　 イ ン タ ー ロ ッ ク 機 構 、 ３ １ 　 イ ン タ ー ロ ッ ク 解 除 機 構 、
３ ２ 　 ス ラ イ ド 板 、 ３ ３ 　 リ ー ダ ー ピ ン 、 ３ ４ 　 バ ネ 機 構 、 ３ ５ 　 開 口 部 、
４ 　 流 体 導 入 口 、 ５ 　 断 熱 材 、 ６ 　 積 層 体 、 ６ １ 　 多 層 プ リ ン ト 基 板 。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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